
 

 修学旅行に行ってきました！  
 ３月３日(火)～５日(木)まで、２年生は奈良、京都へ修学旅行に行きました。３月に行うのは、本校と

しては初めてです。新生徒会の運営、生徒会退会式の準備、新年度の計画等、AJT タイムまとめの会

など、様々な行事や活動がある中で時間を生み出し、しっかりと準備をしてきました。 

 出発の朝は生憎の雨でしたが、奈良に着く頃には幸運に恵まれて雨もやみ、ゆっくりと奈良を見学

をすることができました。２日目は平等院鳳凰堂を全員で見学した後、京都の班別タクシー見学を行

いました。たくさんのお土産を手に、満足そうな表情が印象的でした。３日目は京都市内を見学した後、

琵琶湖のほとりで昼食をとり、無事に帰校しました。 

 ３月ということもあってか、奈良・京都ともにずいぶんすいており、大きな混雑に遭うこともなく、各地を

十分に見学することができました。今後も２月下旬～３月上旬で計画していく予定です。 
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 ３年生ありがとう！ ～生徒会退会式 ～  
 １６日(月)に、生徒会退会式を行いました。３年生のこれまでの活動と姿に感謝し、お世話になった

気持ちを伝えたいと、２年生が中心となって企画・運営をしてくれました。当日は在校生から３年生へ

の企画と合唱が、３年生からは在校生へのメッセージと合唱が贈られ、心温まる時間になりました。１

年間、学校の顔として青木中を牽引し、活躍してくれた３年生、本当にありがとうございました。 

 

＜ 在校合唱 『ひまわりの約束』 ＞ 

 

 

 

 

 

 

＜１年生企画＞ 

 

 

 

 

 

 

＜２年生企画＞ 

 

 

 

 

 

 

＜３年生の発表と合唱『正解』＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年生中心に、素敵な時間をつくってくれました。 



 

 

本日、北村村長様をはじめ多くの御来賓の皆様にご列席いただき、卒業証書授与式が行われました。保護

者の皆様、地域の皆様、1年間青木中学校の教育をお支えいただき、ありがとうございました。また、これからも

引き続き、温かく見守ってください。よろしくお願いいたします。 

～学校長式辞～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇ ４月の予定 ◇◇◇◇◇◇◇◇ 

６日（月） 入学式・始業式                  
７日（火） 生徒会入会式・部活動発足式・給食開始 
８日（水） 避難訓練①                                 
９日（木） 地区生徒会①小中合同下校 
１０日(金) １年家庭訪問（～1６日）  
1３日(月) 学校集金振替日(1学年のみ) 

１６日（木） ＰＴＡ代議員会・専門委員会・総委員会 
２０日(月) 小中合同研修                               
２１日(火) ３年全国学力・学習状況調査(①英語/質問紙） 
 

２２日(水) 身体測定       
２３日(木) ３年全国学力・学習状況調査(国語/数学) 
２４日(金) 眼科検診 
２５日(土) 地域参観日・情報モラル講演会 

ＰＴＡ総会・学年 PTA 
 ３０日(木)  ３年全国学力・学習状況調査(英語②) 
           耳鼻科検診 

「山また山の 峠はいくつ 見晴らすわれら 望みあり 共にこの世の 千曲を越えて つくる未来に 幸よ実れ」 

この歌詞は、作詞者である宮沢章二先生が、青木中学校を巣立つ三年生の未来を思い、綴られた言葉です。 

皆さんが手にした卒業証書は、この三年間、一日一日を積み重ね、いくつもの峠を越えて歩んできた証です。 

卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

本日ここに、北村政夫村長様、平林孝一村議会議長様はじめ、大勢のご来賓の皆様のご臨席を賜り、 

令和７年度、青木中学校卒業証書授与式が挙行できますことに、心より感謝申し上げます。 

保護者の皆様。本日は、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。今日までお子様の成長を温かく見守り、 

支え続けてこられましたことに、心より敬意を表します。また、３年間、本校の教育活動に深いご理解とご協力を 

賜りましたことに、心から感謝申し上げます。卒業生の皆さん、皆さんのこれまでの歩みのそばには、いつも 

保護者のみなさまや地域のみなさまの思いが寄り添っていたことを、どうか忘れないでください。 

今年度最初の校長講話で、「幸せとは何か」を一緒に考えたことを覚えているでしょうか。幸せとは、遠くにある 

ものでも、誰かに与えられるものでもありません。日々の暮らしの中にある小さな喜びに気づき、それを受け取る心。

その「幸せを感じる心」が、人生を豊かにしていくのだと、私は思っています。そしてその心は、自分を支えてくれて 

いる存在に気づく力でもあります。互いの存在を認め、手を取り合って歩んでいく。それが、青木村が大切にして 

いる「社会力」にもつながっていきます。 

今年度のこまゆみ祭、全校生徒で取り組んだ全校制作は、まさにその社会力が目に見える形となって現れた 

時間でした。二階のテラスから、色水の入った水風船を真っ白な大きな布に向かって投げ下ろす。パチンと弾けて、

鮮やかな色が広がり、重なり合っていく。青空に響き渡った歓声と、皆さんの笑顔。あの光景を、今も鮮明に覚えて 

います。狙った場所に当たらなくても、思いがけない色に染まっても、それを失敗として悲しむのではなく、みんなで 

笑い合える豊かさに変えてしまう。そんな皆さんの姿を見て、私は、これから先の不確かな時代も、皆さんは 

こうして笑顔で乗り越えていくことができるのだと、大きな希望を感じました。私もその輪の中に混ぜてもらい、 

あの場を共有できたことは、とても幸せな時間でした。 

校舎の窓から見上げる夫神岳、こまゆみ岳、十観山。三年前、緊張した面持ちで入学した日も、この三つの山が

皆さんを迎えてくれました。山々は何も語りません。けれど、皆さんがこの学び舎で、仲間と笑い、時には悩みながら

歩んできた日々を、青木村で育った日々を、静かに見守り続けてきました。これからも青木の山々は、いつでも皆さん

を静かに見守り、支え続けています。青木村はみなさんのふるさとです。帰る場所がある。安心して新しい未来を 

つくってください。 

「つくる未来に 幸よ実れ」皆さん一人一人の未来が、あの全校制作のように、さまざまな色が重なり合う、 

彩り豊かで幸せなものとなることを願い、式辞といたします。                  

令和８年 ３月 １８日        

青木中学校長 千野 布美子 

令和７年度 卒業証書授与式 


